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・補正係数については判断が難しい。実証運行を実施している他地域では、この期間の数字で

判断することは難しいと考えているところが多い。実証運行を当面継続するところもあれば

中断するところもある。補正係数をそのまま適用して判断することができるか判断が難しい。 

・昨年度は、今年度になれば一定程度利用が戻った状態で安定すると考えていたが、先が見え

ない状況である。どちらが適切と言い切れないが、個人的には参考値にしたほうが適切かと

思う。 

・新型コロナの感染状況は、ワクチン接種がどれだけ進んだかで変わる。さいたま市では大規

模会場を設けているが今後のワクチン供給の見通しがつかない。 

・自治会連合会で聞く限りでは高齢者はかなりワクチン接種が進んでいる。これから若い人に

も接種が進んでいくので、ワクチンの接種状況の正確な数字を市の担当者に問い合わせてい

る状況である。若い人も接種しないと感染者数は下がらないと思う。 

・推定でやっても差が出る部分はあるため、ある程度見通しがついた段階で判断した方が良い

と思う。若干延ばして正確な判断ができるように検討した方が良い。 

・オリンピック開催前には一定程度回復すると考えていたが、四半期は 75％くらいで推移して

いる。 

・コミュニティバス等の運行継続・改善・終了に関する判断は、事務局の提案通り、今年も参

考値扱いで良いのではないか。 

■令和３年度第１回バス専門部会における結論 

（令和３年度第１回さいたま市地域公共交通協議会への事務局提案） 


